
 

 
 

４）食品中の残留農薬及び残留動物用医薬品の検査結果（2006～2015年度） 
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はじめに 

当所では，2006年に食品に残留する農薬，動物用医

薬品等（以下，「農薬等」という）の残留基準にポジ

ティブリスト制度が導入されたことを契機に，多成分

の農薬等を一斉に検査する手法の検討1~12)を行うとと

もに，これらの手法を用いて食品衛生法に基づく収去

検査を実施してきた。 

なお，農薬等は，新規に開発・登録されることがあ

るため，検査対象項目数は年々増加しており，また，

検査機器も高度化し高額になっているため，限られた

資源の中で効率的な検査を行うためには，過去の検査

結果を検証し，検査が有効に機能していることを確認

する必要がある。 

そこで，今回，ポジティブリスト制度導入後10年が

経過し，これまでの検査から一定のデータが得られた

ことから，農薬等の検出状況等を取りまとめたので報

告する。 

 

調査方法 

1 試料 

2006年4月から2016年3月の10年間に県保健所の食品

衛生監視員が収去し，当所に搬入された農産物（加工

品を含む）56種類1,225検体，畜水産物21種類731検体を

対象とした。 

 

2 検査項目 

表1に示した540項目の農薬及び208項目の動物用医

薬品等（以下，「動薬」という）を対象※とした。なお，

10年間の総検査項目数は農産物534,324項目，畜水産物

92,698項目であり，1検体あたり平均検査項目は農薬で

436項目，動薬127項目であった。 

※農薬等の残留基準値の改正等に伴い，随時検査項目

の見直しを行っているため，当該項目数は，10年間

で検査を実施したことのある項目の総計を記載した。 

 

3 検査方法 

 既報1~12)のとおり 

 

4 測定機器 

4.1 GC/MS 

 （2006年4月～2009年12月） 

GC: 6890(Agilent製)，MS:5973(Agilent製) 

（2010年1月～2016年3月） 

GC: 7890A(Agilent製)，MS:5975C(Agilent製) 

4.2 LC/MS/MS 

（2006年4月～2013年12月） 

LC: Waters2795(Waters製)， 

MS/MS: Quattro Premier(Waters製) 

（2013年9月～2016年3月） 

LC: NexerX2(島津製作所製)， 

MS/MS: TRIPLE QUAD5500(AB SCIEX製) 

 

結果及び考察 

1 農薬等の検出状況 

1.1 農薬（農産物）の検出状況 

農産物毎の農薬の検出状況を表2に示す。農薬が検出

されたのは農産物49種類590検体（検出率：48.2%）で

延べ1,574項目であり，他機関（検出率：34~38.2％）13

～16)に比べて若干高くなっていた。これは，当所では1

検体当たりの検査項目数が多い（約2~3倍）こと及び定

量下限値を低く設定しているため，低濃度の農薬等ま

で検出されたことが考えられた。検出率の高い農産物

は，いちご，不知火，にがうり，枝豆（いずれも100%），

きゅうり（91.9%），トマト（91.7%）もも（88.9%）等

であった。農薬を検出した農産物590検体中，複数の農

薬が検出された検体は369検体（62.5%）であり，10農

薬以上検出した事例も梨で2件，トマトで5件認められ

た。一方で，ミネラルウォーター，とうもろこし，大

豆，キウイ，くり，たけのこ，カリフラワーでは農薬

は検出されなかった。農産物分類別でみると，果実類，

野菜類（葉物），穀類，野菜類（根菜），いも類の順

で検出率が高くなっていた。果実類では殺虫剤として

農薬を使用する頻度が多く，いも類は地上部の葉に農

薬を散布し，直接可食部に農薬を散布するのではない

ため，農薬の残留が少ないと考えられる。同様の理由

で野菜類においても，根菜類が葉物類に比べて農薬の

検出が少なかった。なお，この結果は，野方らの報告
15)と同様の傾向を示していた。 

検査対象のうち高頻度に検出された農薬を表3に示

す。検出された農薬は143種類であり，カルベンダジム，
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チオファネート，チオファネートメチル及びベノミル

（以下，「カルベンダジム類」という）（208件），ジ

ノテフラン（139件），アセタミプリド（87件），イミ

ダクロプリド（48件），アゾキシストロビン（45件），

ピリダベン（44件）等が高頻度に検出されており，こ

れは厚生労働省の報告17)と同様の傾向を示していた。 

1.2 動薬（畜水産物）の検出状況 

畜水産物毎の動薬の検出状況を表4に示す。動薬が検

出されたのは，畜水産物17種類141検体（検出率：19.3%）

で延べ173項目であった。検出率の高い畜水産物はサー

モン（100%），鮎（75.0%），ブリ及びハマチ（67.5%）

等であった。複数の動薬が検出された検体は28検体で

あり，検出検体173検体の約20%で，最大3項目の検出

であった。なお，鯛，鯉，イワナ及びトラフグからは

動薬は検出されなかった。 

検査対象のうち高頻度に検出された動薬を表5に示

す。検出された動薬は34種類で，オキシテトラサイク

リン，クロルテトラサイクリン及びテトラサイクリン

（以下，「オキシテトラサイクリン類」という）（64

件），ナイカルバジン（17件），カンタキサンチン（10

件），ラサロシド（10件）等が高頻度に検出された。

動薬については，過去の検査結果をまとめたものが少

なく，十分な比較はできなかったものの，高頻度で検

出された動薬は厚生労働省の報告17)と同様の傾向を示

していた。 

 

2 残留基準値に対する検出値の割合 

残留基準値に対する検出値の割合を図1に示す。農薬

では，基準値の10%未満となる検出値のものが約90%を

占めており，他機関の結果13～16)と同様の傾向が認めら

れた。また，動薬では農薬に比べて，残留基準値に対

する検出値の割合が高い傾向が認められたが，基準値

の30%未満となる検出値のものが約90%を占めており，

その残留レベルは十分に低いものと考えられた。 

 

3 基準値超過事例 

基準値を超過した事例（農薬7件，動薬3件）の詳細

を表6に示す。これらの基準値超過事例では，個別に基

準値が設定されていない一律基準（0.01mg/kg）適用項

目が検出された事例が6件と最も多く，次いで個別基準

が設定されていた項目が3件，不検出項目が1件であっ

た。これらの基準値超過率は検査検体数に対して農産

物で0.57%，動物用医薬品で0.41%であった。なお，検

査機関毎に検査する農畜水産物が異なるため，一概に

比較できないが，この値は厚生労働省の報告（基準値

超過率：0.009～0.013）17)と比較すると，若干高くなっ

ている。これは，前述したとおり1検体当たりの検査項

目数が多く，幅広い農薬等をモニタリングしているた

めと考えられる。 

なお，基準値超過事例において，検出された値を体

重50kgの人の一日許容摂取量（ADI）で換算（ADIが設

定されていない項目除く。）したところ，表6に示すよ

うに毎日摂取する量とは考えにくい量であり，通常の

食生活で直ちに健康に影響を与える検出値ではなかっ

たと考えられる。 

 

ま と め 

ポジティブリスト制度導入後10年間の農薬等の検出

状況等を取りまとめた。その結果，検出されやすい農

薬等及び農畜水産物が明らかになり，その傾向は他機

関13～16)の報告と同様の傾向を示した。また，農薬等の

検出率及び基準値超過率は，他機関13～16)及び厚生労働

省の報告17)と比較し若干高くなっていたが，これは検

査項目数が多いこと及び定量下限値を低く設定してい

ることによるものと考えられ，当所の検査体制が有効

に機能しているためと考えられた。 

今後は，県民の食の安全安心及び県産農畜水産物の

安全性の確保のため，今回得られた知見や他機関での

結果等を基に，より一層の農薬等の使用・残留実態に

即した検査体制の構築が必要であると考えられる。 
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表 1 検査対象農薬等 

No 農薬等名 No 農薬等名 No 農薬等名 No 農薬等名 

1 1-ﾅﾌﾀﾚﾝ酢酸 48 ｱﾘﾄﾞｸﾛｰﾙ 95 ｴﾄﾍﾞﾝｻﾞﾆﾄﾞ 142 ｸﾛﾌｪﾝｾｯﾄ 

2 2,4-D 49 ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 96 ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ 143 ｸﾛﾌｪﾝﾃｼﾞﾝ 

3 4-ｸﾛﾙﾌｪﾉｷｼ酢酸 50 ｱﾙﾄﾞｷｼｶﾙﾌﾞ 97 ｴﾄﾘﾑﾎｽ 144 ｸﾛﾌﾟﾛｯﾌﾟ 

4 cis-ﾒﾄｺﾅｿﾞｰﾙ 51 ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 98 ｴﾎﾟｷｼｺﾅｿﾞｰﾙ 145 ｸﾛﾏｿﾞﾝ 

5 DBEDC 52 ｱﾚｽﾘﾝ 99 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩 146 ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 

6 DDT 53 ｱﾛｷｼｼﾞﾑ 100 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 147 ｸﾛﾒﾄｷｼﾆﾙ 

7 DNOC 54 ｲｵﾄﾞｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 101 ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 148 ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ 

8 EPN 55 ｲｻｿﾞﾎｽ 102 ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 149 ｸﾛﾗﾝｽﾗﾑﾒﾁﾙ 

9 EPTC 56 ｲｿｳﾛﾝ 103 ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ 150 ｸﾛﾘﾀﾞｿﾞﾝ 

10 MCPA 57 ｲｿｶﾙﾎﾞﾎｽ 104 ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ 151 ｸﾛﾘﾑﾛﾝｴﾁﾙ 

11 MCPB 58 ｲｿｷｻｼﾞﾌｪﾝｴﾁﾙ 105 ｵｷｻﾍﾞﾄﾘﾆﾙ 152 ｸﾛﾙｽﾙﾌﾛﾝ 

12 MPMC 59 ｲｿｷｻﾁｵﾝ 106 ｵｷｻﾐﾙ 153 ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ 

13 swep 60 ｲｿｷｻﾌﾙﾄｰﾙ 107 ｵｷｼｶﾙﾎﾞｷｼﾝ 154 ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ 

14 TCMTB 61 ｲｿｷｻﾍﾞﾝ 108 ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ 155 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 

15 

16 

TFNA 62 ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 109 ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙﾌﾏﾙ酸

塩 

156 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 

16 TFNG 63 ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 110 ｵﾘｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ 157 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 

17 XMC 64 ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 111 ｵﾘｻﾞﾘﾝ 158 ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ 

18 α-BHC 65 ｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾘﾝ 112 ｵﾙﾄﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 159 ｸﾛﾙﾌﾞﾌｧﾑ 

19 β-BHC 66 ｲﾅﾍﾞﾝﾌｨﾄﾞ 113 ｶｽﾞｻﾎｽ 160 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 

20 γ-BHC 67 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 114 ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ 161 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ 

21 δ-BHC 68 ｲﾌﾟﾛﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞ 115 ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ 162 ｸﾛﾙﾒｺｰﾄ 

22 ｱｲｵｷｼﾆﾙ 69 ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ 116 ｶﾙﾀｯﾌﾟ 163 ｸﾛﾛｸｽﾛﾝ 

23 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 70 ｲﾏｻﾞｷﾝ 117 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 164 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 

24 ｱｻﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 71 ｲﾏｻﾞﾋﾟｯｸｱﾝﾓﾆｳﾑ塩 118 ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝｴﾁﾙ 165 ｸﾛﾛﾈﾌﾞ 

25 ｱｻﾞﾒﾁﾎｽ 72 ｲﾏｻﾞﾒﾀﾍﾞﾝｽﾞﾒﾁﾙｴｽﾃﾙ 119 ｶﾙﾌﾞﾁﾚｰﾄ 166 ｸﾛﾛﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ 

26 ｱｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ 73 ｲﾏｻﾞﾓｯｸｽｱﾝﾓﾆｳﾑ塩 120 ｶﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 167 ｻｲﾈﾋﾟﾘﾝ 

27 ｱｼﾍﾞﾝｿﾞﾗﾙ-S-ﾒﾁﾙ 74 ｲﾏｻﾞﾘﾙ 121 ｶﾙﾍﾞﾀﾐﾄﾞ 168 ｻﾘﾁｵﾝ 

28 ｱｼﾞﾑｽﾙﾌﾛﾝ 75 ｲﾏｾﾞﾀﾋﾟﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ塩 122 ｶﾙﾍﾞﾝﾀﾞｼﾞﾑ 169 ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 

29 ｱｼｭﾗﾑ 76 ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ 123 ｶﾙﾎﾞｷｼﾝ 170 ｼｱﾅｼﾞﾝ 

30 ｱｼﾞﾝﾎｽｴﾁﾙ 77 ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 124 ｶﾙﾎﾞｽﾙﾌｧﾝ 171 ｼｱﾉﾌｪﾝﾎｽ 

31 ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 78 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ 125 ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 172 ｼｱﾉﾎｽ 

32 ｱｾｷﾉｼﾙ 79 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 126 ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ 173 ｼﾞｱﾌｪﾝﾁｳﾛﾝ 

33 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 80 ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ 127 ｷﾅﾙﾎｽ 174 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 

34 ｱｾﾄｸﾛｰﾙ 81 ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ 128 ｷﾉｷｼﾌｪﾝ 175 ｼﾞｵｷｻｶﾙﾌﾞ 

35 ｱｾﾌｪｰﾄ 82 ｳﾆｺﾅｿﾞｰﾙ P 129 ｷﾉｸﾗﾐﾝ 176 ｼﾞｵｷｻﾁｵﾝ 

36 ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 83 ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 130 ｷﾉﾒﾁｵﾅｰﾄ 177 ｼﾞｵﾌｪﾉﾗﾝ 

37 ｱｿﾞｼｸﾛﾁﾝ 84 ｴﾀﾒﾂﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 131 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 178 ｼｸﾗﾆﾘﾄﾞ 

38 ｱﾄﾗｼﾞﾝ 85 ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 132 ｷﾝﾄｾﾞﾝ 179 ｼｸﾛｴｰﾄ 

39 ｱﾆﾗｼﾞﾝ 86 ｴﾁｵﾝ 133 ｸﾐﾙﾛﾝ 180 ｼｸﾛｷｼｼﾞﾑ 

40 ｱﾆﾛﾎｽ 87 ｴﾁｸﾛｾﾞｰﾄ 134 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 181 ｼﾞｸﾛｼﾒｯﾄ 

41 ｱﾊﾞﾒｸﾁﾝ 88 ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 135 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 182 ｼﾞｸﾛｽﾗﾑ 

42 ｱﾐﾄﾗｽﾞ 89 ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 136 ｸﾚﾄｼﾞﾑ 183 ｼｸﾛｽﾙﾌｧﾑﾛﾝ 

43 ｱﾐﾉｶﾙﾌﾞ 90 ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 137 ｸﾛｷﾝﾄｾｯﾄﾒｷｼﾙ 184 ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ 

44 ｱﾒﾄﾘﾝ 91 ｴﾄｷｼｽﾙﾌﾛﾝ 138 ｸﾛｼﾞﾅﾎｯﾌﾟﾌﾟﾛﾊﾟﾙ

ｷﾞﾙ 

185 ｼﾞｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 

45 ｱﾗｸﾛｰﾙ 92 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 139 ｸﾛｼﾞﾅﾎｯﾌﾟ酸 186 ｼﾞｸﾛﾌﾙｱﾆﾄﾞ 

46 ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ 93 ｴﾄﾌﾒｾｰﾄ 140 ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 187 ｼｸﾛﾌﾟﾛﾄﾘﾝ 

47 ｲﾅﾍﾞﾝﾌｨﾄﾞ 
 

ｱﾗﾏｲﾄ 94 ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 141 ｸﾛﾋﾟﾗﾘﾄﾞ 188 ｼﾞｸﾛﾍﾞﾆﾙ 
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189 ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ 238 ｽﾙﾌﾟﾛﾎｽ 287 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ 336 ﾋﾒｷｻｿﾞｰﾙ 

190 ｼﾞｸﾛﾗﾝ 239 ｽﾙﾎｽﾙﾌﾛﾝ 288 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 337 ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ 

191 ｼﾞｸﾛﾙﾌﾟﾛｯﾌﾟ 240 ｾｸﾌﾞﾒﾄﾝ 289 ﾄﾘｱｽﾙﾌﾛﾝ 338 ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ 

192 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 241 ｾﾄｷｼｼﾞﾑ 290 ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 339 ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ 

193 ｼﾞｺﾎｰﾙ 242 ｿﾞｷｻﾐﾄﾞ 291 ﾄﾘｱﾚｰﾄ 340 ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ 

194 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ 243 ﾀｰﾊﾞｼﾙ 292 ﾄﾘｸﾗﾐﾄﾞ 341 ﾋﾟﾗｿﾞｷｼﾌｪﾝ 

195 ｼﾞﾁｵﾋﾟﾙ 244 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 293 ﾄﾘｸﾛﾋﾟﾙ 342 ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ 

196 ｼﾃﾞｭﾛﾝ 245 ﾀﾞｲｱﾚｰﾄ 294 ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ 343 ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ 

197 ｼﾉｽﾙﾌﾛﾝ 246 ﾀﾞｲﾑﾛﾝ 295 ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ 344 ﾋﾟﾗｿﾞﾘﾈｰﾄ 

198 ｼﾞﾉｾﾌﾞ 247 ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 296 ﾄﾘﾁｺﾅｿﾞｰﾙ 345 ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ 

199 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 248 ﾁｱｼﾞﾆﾙ 297 ﾄﾘﾃﾞﾓﾙﾌ 346 ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 

200 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 249 ﾁｱｿﾞﾋﾟﾙ 298 ﾄﾘﾈｷｻﾊﾟｯｸｴﾁﾙ 347 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 

201 ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ 250 ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 299 ﾄﾘﾌﾞﾎｽ 348 ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 

202 ｼﾞﾌｪﾅﾐﾄﾞ 251 ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 300 ﾄﾘﾌﾙｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 349 ﾋﾟﾘﾁｵﾊﾞｯｸﾅﾄﾘｳﾑ塩 

203 ｼﾞﾌｪﾆﾙ 252 ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 301 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 350 ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ 

204 ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 253 ﾁｵｼｸﾗﾑ 302 ﾄﾘﾌﾙﾑﾛﾝ 351 ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ 

205 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 254 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄ 303 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 352 ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ 

206 ｼﾞﾌｪﾝｿﾞｺｰﾄ 255 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 304 ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 353 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 

207 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 256 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 305 ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾙﾌﾛﾝ 354 ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ 

208 ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ 257 ﾁｵﾒﾄﾝ 306 ﾄﾘﾎﾘﾝ 355 ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾌｪﾝ 

209 ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ 258 ﾁｼﾞｱｽﾞﾛﾝ 307 ﾄﾘﾒﾀｶﾙﾌﾞ 356 ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ 

210 ｼﾞﾌﾙﾌｪﾝｿﾞﾋﾟﾙ 259 ﾁﾌｪﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 308 ﾄﾘﾙﾌﾙｱﾆﾄﾞ 357 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 

211 ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 260 ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 309 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 358 ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ 

212 ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ 261 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 310 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 359 ﾋﾟﾚﾄﾘﾝ 

213 ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 262 ﾃｸﾅｾﾞﾝ 311 ﾅﾌﾟﾀﾗﾑ 360 ﾋﾟﾛｷﾛﾝ 

214 ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 263 ﾃｸﾛﾌﾀﾗﾑ 312 ﾅﾌﾟﾛｱﾆﾘﾄﾞ 361 ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ 

215 ｼﾍｷｻﾁﾝ 264 ﾃﾞｽﾒﾃﾞｨﾌｧﾑ 313 ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 362 ﾋﾟﾝﾄﾞﾝ 

216 ｼﾍｷｻﾁﾝ 265 ﾃﾞｽﾒﾄﾘﾝ 314 ﾆｺｽﾙﾌﾛﾝ 363 ﾌｧﾑﾌｰﾙ 

217 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 266 ﾃﾄﾗｸﾛﾙﾋﾞﾝﾎｽ 315 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 364 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 

218 ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ 267 ﾃﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ 316 ﾆﾄﾗﾘﾝ 365 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 

219 ｼﾏｼﾞﾝ 268 ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ 317 ﾆﾄﾛﾀｰﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 366 ﾌｪﾅﾐﾎｽ 

220 ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 269 ﾃﾄﾗﾒﾄﾘﾝ 318 ﾉﾊﾞﾙﾛﾝ 367 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 

221 ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ 270 ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ 319 ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ 368 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 

222 ｼﾞﾒﾁﾋﾟﾝ 271 ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 320 ﾊﾞｰﾊﾞﾝ 369 ﾌｪﾉｷｻﾆﾙ 

223 ｼﾞﾒﾁﾘﾓｰﾙ 272 ﾃﾌﾞﾁｳﾛﾝ 321 ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 370 ﾌｪﾉｷｻﾌﾟﾛｯﾌﾟｴﾁﾙ 

224 ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ 273 ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 322 ﾊﾞﾐﾄﾞﾁｵﾝ 371 ﾌｪﾉｷｼｶﾙﾌﾞ 

225 ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ 274 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 323 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 372 ﾌｪﾉﾁｵｶﾙﾌﾞ 

226 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 275 ﾃﾌﾟﾗﾛｷｼｼﾞﾑ 324 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 373 ﾌｪﾉﾄﾘﾝ 

227 ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ 276 ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ 325 ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 374 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 

228 ｼﾒﾄﾘﾝ 277 ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 326 ﾊﾛｷｼﾎｯﾌﾟ 375 ﾌｪﾉﾌﾟﾛｯﾌﾟ 

229 ｼﾞﾒﾋﾟﾍﾟﾚｰﾄ 278 ﾃﾞﾒﾄﾝ-S-ﾒﾁﾙ 327 ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 376 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ 

230 ｼﾓｷｻﾆﾙ 279 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 328 ﾋﾞｵﾚｽﾒﾄﾘﾝ 377 ﾌｪﾝｱﾐﾄﾞﾝ 

231 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 280 ﾃﾙﾌﾞｶﾙﾌﾞ 329 ﾋﾟｺﾘﾅﾌｪﾝ 378 ﾌｪﾝｸﾛﾙﾎｽ 

232 ｼﾝﾒﾁﾘﾝ 281 ﾃﾙﾌﾞﾄﾘﾝ 330 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 379 ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ 

233 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ 282 ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 331 ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ 380 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 

234 ｽﾋﾟﾛｷｻﾐﾝ 283 ﾃﾙﾌﾞﾒﾄﾝ 332 ﾋﾞﾌｪﾉｯｸｽ 381 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 

235 ｽﾋﾟﾛｼﾞｸﾛﾌｪﾝ 284 ﾄﾞｼﾞﾝ 333 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 382 ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ 

236 ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ 

 

285 ﾄﾗﾙｺｷｼｼﾞﾑ 334 ﾋﾟﾍﾟﾛﾆﾙﾌﾞﾄｷｼﾄﾞ 383 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 

237 ｽﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝ 286 ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ 335 ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 384 ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ 
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385 ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 434 ﾌﾟﾛﾊﾟｸﾛｰﾙ 483 ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ 532 ﾓﾘﾈｰﾄ 

386 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 435 ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ 484 ﾎｷｼﾑ 533 ﾗｸﾄﾌｪﾝ 

387 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾋﾟﾓﾙﾌ 436 ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ 485 ﾎｻﾛﾝ 534 ﾘﾆｭﾛﾝ 

388 ﾌｪﾝﾍｷｻﾐﾄﾞ 437 ﾌﾟﾛﾊﾟﾓｶﾙﾌﾞ 486 ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 535 ﾘﾑｽﾙﾌﾛﾝ 

389 ﾌｪﾝﾒﾃﾞｨﾌｧﾑ 438 ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ 487 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ 536 ﾙﾌｪﾇﾛﾝ 

390 ﾌｻﾗｲﾄﾞ 439 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 488 ﾎｽﾌｧﾐﾄﾞﾝ 537 ﾚｽﾒﾄﾘﾝ 

391 ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ 440 ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 489 ﾎｽﾒｯﾄ 538 ﾚﾅｼﾙ 

392 ﾌﾞﾀﾌｪﾅｼﾙ 441 ﾌﾟﾛﾋﾄﾞﾛｼﾞｬｽﾓﾝ 490 ﾎﾉﾎｽ 539 塩酸ﾎﾙﾒﾀﾈｰﾄ 

393 ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 442 ﾌﾟﾛﾌｧﾑ 491 ﾎﾒｻﾌｪﾝ 540 酸化ﾌｪﾝﾌﾞﾀｽｽﾞ 

394 ﾌﾞﾁﾚｰﾄ 443 ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 492 ﾎﾗﾑｽﾙﾌﾛﾝ D-1 ｱｻﾞﾍﾟﾛﾝ 

395 ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ 444 ﾌﾟﾛﾍｷｻｼﾞｵﾝｶﾙｼｳﾑ塩 493 ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ D-2 ｱﾋﾞﾗﾏｲｼﾝ 

396 ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 445 ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙ 494 ﾎﾙﾍﾟｯﾄ D-3 ｱﾓｷｼｼﾘﾝ 

397 ﾌﾗｻﾞｽﾙﾌﾛﾝ 446 ﾌﾟﾛﾎﾟｷｼｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ 495 ﾎﾚｰﾄ D-4 ｱﾙﾄﾚﾉｹﾞｽﾄ 

398 ﾌﾗﾁｵｶﾙﾌﾞ 447 ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ 496 ﾏﾗﾁｵﾝ D-5 ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ 

399 ﾌﾗﾑﾌﾟﾛｯﾌﾟﾒﾁﾙ 448 ﾌﾞﾛﾏｼﾙ 497 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ D-6 ｱﾝﾌﾟﾛﾘｳﾑ 

400 ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ 449 ﾌﾟﾛﾒｶﾙﾌﾞ 498 ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ D-7 ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ 

401 ﾌﾟﾘﾐｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 450 ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 499 ﾒｶﾙﾊﾞﾑ D-8 ｲｿｼﾝｺﾒﾛﾝ酸二ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 

402 ﾌﾘﾗｿﾞｰﾙ 451 ﾌﾟﾛﾒﾄﾝ 500 ﾒｺﾌﾟﾛｯﾌﾟ D-9 ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 

403 ﾌﾙｱｸﾘﾋﾟﾘﾑ 452 ﾌﾞﾛﾓｷｼﾆﾙ 501 ﾒｿｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ D-10 ｲｿﾒﾀﾐｼﾞｳﾑ 

404 ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ 453 ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ 502 ﾒｿﾄﾘｵﾝ D-11 ｲﾍﾞﾙﾒｸﾁﾝ 

405 ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟ 454 ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 503 ﾒｿﾐﾙ D-12 ｴﾄﾊﾟﾍﾞｰﾄ 

406 ﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 455 ﾌﾞﾛﾓﾎｽ 504 ﾒﾀｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ D-13 ｴﾌﾟﾘﾉﾒｸﾁﾝ 

407 ﾌﾙｵﾒﾂﾛﾝ 456 ﾌﾞﾛﾓﾎｽｴﾁﾙ 505 ﾒﾀｸﾘﾎｽ D-14 ｴﾌﾛﾄﾏｲｼﾝ 

408 ﾌﾙｷﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 457 ﾌﾛﾗｽﾗﾑ 506 ﾒﾀﾍﾞﾝｽﾞﾁｱｽﾞﾛﾝ D-15 ｴﾎﾟｷｼｺﾅｿﾞｰﾙ 

409 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 458 ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 507 ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ D-16 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩 

410 ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ 459 ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ 508 ﾒﾀﾐﾄﾛﾝ D-17 ｴﾘｽﾛﾏｲｼﾝ 

411 ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ 460 ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ 509 ﾒﾀﾗｷｼﾙ D-18 ｴﾝﾗﾏｲｼﾝ 

412 ﾌﾙｽﾙﾌｧﾐﾄﾞ 461 ﾍｷｻﾌﾙﾑﾛﾝ 510 ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ D-19 ｴﾝﾛﾌﾛｷｻｼﾝ 

413 ﾌﾙﾁｱｾｯﾄﾒﾁﾙ 462 ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ 511 ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ D-20 ｵｷｻｼﾘﾝ 

414 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 463 ﾍﾞﾅﾗｷｼﾙ 512 ﾒﾁﾙﾀﾞｲﾑﾛﾝ D-21 ｵｷｻﾍﾞﾄﾘﾆﾙ 

415 ﾌﾙﾄﾘｱﾎｰﾙ 464 ﾍﾞﾉｷｻｺｰﾙ 513 ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ D-22 ｵｷｼｸﾛｻﾞﾆﾄﾞ 

416 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 465 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 514 ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ D-23 ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ 

417 ﾌﾙﾌｪﾅｾｯﾄ 466 ﾍﾟﾌﾞﾚｰﾄ 515 ﾒﾄｺﾅｿﾞｰﾙ D-24 ｵｷｼﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 

418 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ 467 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 516 ﾒﾄｽﾗﾑ D-25 ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸 

419 ﾌﾙﾌｪﾝﾋﾟﾙｴﾁﾙ 468 ﾍﾟﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 517 ﾒﾄｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ D-26 ｵｷｿﾘﾝ酸 

420 ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ 469 ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ 518 ﾒﾄﾌﾟﾚﾝ D-27 ｵｸｽﾌｪﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 

421 ﾌﾙﾐｵｷｻｼﾞﾝ 470 ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾃﾞﾆﾝ 519 ﾒﾄﾌﾟﾛﾄﾘﾝ D-28 ｵﾌﾛｷｻｼﾝ 

422 ﾌﾙﾐｸﾛﾗｯｸﾍﾟﾝﾁﾙ 471 ﾍﾞﾝｽﾘﾄﾞ 520 ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ D-29 ｵﾗｷﾝﾄﾞｯｸｽ 

423 ﾌﾙﾒﾂﾗﾑ 472 ﾍﾞﾝｽﾙﾀｯﾌﾟ 521 ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ D-30 ｵﾙﾋﾞﾌﾛｷｻｼﾝ 

424 ﾌﾙﾘﾄﾞﾝ 473 ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 522 ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ D-31 ｵﾙﾒﾄﾌﾟﾘﾑ 

425 ﾌﾙﾛｷｼﾋﾟﾙ 474 ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ 523 ﾒﾄﾙｶﾙﾌﾞ D-32 ｵﾚｱﾝﾄﾞﾏｲｼﾝ 

426 ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 475 ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ 524 ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ D-33 ｶﾅﾏｲｼﾝ 

427 ﾌﾟﾛｸﾛﾗｽﾞ 476 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 525 ﾒﾋﾟｺｰﾄｸﾛﾘﾄﾞ D-34 ｶﾗｿﾞﾛｰﾙ 

428 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 477 ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ 526 ﾒﾋﾞﾝﾎｽ D-35 ｶﾙﾊﾞﾄﾞｯｸｽ 

429 ﾌﾟﾛｽﾙﾌﾛﾝ 478 ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 527 ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ D-36 ｶﾙﾌﾟﾛﾌｪﾝ 

430 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 479 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 528 ﾒﾌｪﾝﾋﾟﾙｼﾞｴﾁﾙ D-37 ｶﾝﾀｷｻﾝﾁﾝ 

431 ﾌﾞﾛﾃﾞｨﾌｧｺｳﾑ 480 ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ 529 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ D-38 ｷｼﾗｼﾞﾝ 

432 ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ 

 

481 ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ 530 ﾓﾉｸﾛﾄﾎｽ D-39 ｷﾀｻﾏｲｼﾝ 

433 ﾌﾟﾛﾊﾟｷｻﾞﾎｯﾌﾟ 482 ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 531 ﾓﾉﾘﾆｭﾛﾝ D-40 ｸﾗﾌﾞﾗﾝ酸 
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No 農薬等名 No 農薬等名 No 農薬等名 No 農薬等名 

D-41 ｸﾞﾘｶﾙﾋﾟﾗﾐﾄﾞ D-85 ｽﾙﾌｧﾄﾞｷｼﾝ D-129 ﾅｲｶﾙﾊﾞｼﾞﾝ D-173 ﾍﾞﾀﾞﾌﾟﾛﾌｪﾝ 

D-42 ｸﾞﾘﾁﾙﾘﾁﾝ酸 D-86 ｽﾙﾌｧﾄﾛｷｻｿﾞｰﾙ D-130 ﾅﾅﾌﾛｼﾝ D-174 ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ 

D-43 ｸﾚﾝﾌﾞﾃﾛｰﾙ D-87 ｽﾙﾌｧﾆﾄﾗﾝ D-131 ﾅﾌｼﾘﾝ D-175 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 

D-44 ｸﾛｷｻｼﾘﾝ D-88 ｽﾙﾌｧﾆﾙｱﾐﾄﾞ D-132 ﾅﾗｼﾝ D-176 ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾍﾟﾆｼﾘﾝ 

D-45 ｸﾛｷﾝﾄｾｯﾄﾒｷｼﾙ D-89 ｽﾙﾌｧﾋﾟﾘｼﾞﾝ D-133 ﾅﾘｼﾞｸｽ酸 D-177 ﾍﾞﾝｿﾞｶｲﾝ 

D-46 ｸﾛｻﾝﾃﾙ D-90 ｽﾙﾌｧﾌﾞﾛﾓﾒﾀｼﾞﾝﾅﾄﾘｳﾑ D-134 ﾅﾚﾄﾞ D-178 ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 

D-47 ｸﾛｽﾃﾎﾞﾙ D-91 ｽﾙﾌｧﾍﾞﾝｽﾞｱﾐﾄﾞ D-135 ﾆﾀﾙｿﾝ D-179 ﾏﾃﾞｭﾗﾏｲｼﾝ 

D-48 ｸﾛﾋﾟﾄﾞｰﾙ D-92 ｽﾙﾌｧﾒﾄｷｻｿﾞｰﾙ D-136 ﾆﾄﾛｷｼﾆﾙ D-180 ﾏﾎﾌﾟﾗｼﾞﾝ 

D-49 ｸﾛﾗﾑﾌｪﾆｺｰﾙ D-93 ｽﾙﾌｧﾒﾄｷｼﾋﾟﾘﾀﾞｼﾞﾝ D-137 ﾆﾄﾛﾌﾗｿﾞﾝ D-181 ﾏﾗｶｲﾄｸﾞﾘｰﾝ 

D-50 ｸﾛﾙｽﾛﾝ D-94 ｽﾙﾌｧﾒﾗｼﾞﾝ D-138 ﾉｼﾍﾌﾟﾀｲﾄﾞ D-182 ﾏﾙﾎﾞﾌﾛｷｻｼﾝ 

D-51 ｸﾛﾙﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ D-95 ｽﾙﾌｧﾓｲﾙﾀﾞﾌﾟｿﾝ D-139 ﾉﾎﾞﾋﾞｵｼﾝ D-183 ﾐﾛｷｻｼﾝ 

D-52 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾏｼﾞﾝ D-96 ｽﾙﾌｧﾓﾉﾒﾄｷｼﾝ D-140 ﾉﾙﾌﾛｷｻｼﾝ D-184 ﾐﾛｻﾏｲｼﾝ 

D-53 ｸﾛﾙﾍｷｼｼﾞﾝ D-97 ｽﾙﾌｨｿｷｻｿﾞｰﾙ D-141 ﾊﾞｰｼﾞﾆｱﾏｲｼﾝ D-185 ﾒﾁﾙﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ 

D-54 ｸﾛﾙﾏｼﾞﾉﾝ D-98 ｽﾙﾌｲｿｿﾞｰﾙ D-142 ﾊﾞｼﾄﾗｼﾝ D-186 ﾒﾄｸﾛﾌﾟﾗﾐﾄﾞ 

D-55 ｹﾄﾌﾟﾛﾌｪﾝ D-99 ｽﾙﾌｨｿﾐｼﾞﾝ D-143 ﾊﾟﾙﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ D-187 ﾒﾄﾛﾆﾀﾞｿﾞｰﾙ 

D-56 ｻﾗﾌﾛｷｻｼﾝ D-100 ｾﾃﾞｶﾏｲｼﾝ D-144 ﾊﾛﾌｼﾞﾉﾝ D-188 ﾒﾌｪﾝﾋﾟﾙｼﾞｴﾁﾙ 

D-57 ｻﾘﾉﾏｲｼﾝ D-101 ｾﾌｧﾋﾟﾘﾝ D-145 ﾋﾞﾁｵﾉｰﾙ D-189 ﾒﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 

D-58 ｼﾞｱﾍﾞﾘｼﾞﾝ D-102 ｾﾌｧﾚｷｼﾝ D-146 ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ D-190 ﾒﾛｷｼｶﾑ 

D-59 ｼﾞｸﾗｽﾞﾘﾙ D-103 ｾﾌﾁｵﾌﾙ D-147 ﾋﾟﾗﾝﾃﾙ D-191 ﾒﾝﾌﾞﾄﾝ 

D-60 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ D-104 ｾﾌﾛｷｼﾑ D-148 ﾋﾟﾘﾒﾀﾐﾝ D-192 ﾓｷｼﾃﾞｸﾁﾝ 

D-61 ｼﾞｼｸﾗﾆﾙ D-105 ｾﾞﾗﾉｰﾙ D-149 ﾋﾟﾙﾘﾏｲｼﾝ D-193 ﾓﾈﾝｼﾝ 

D-62 ｼﾞﾆﾄﾙﾐﾄﾞ D-106 ｾﾝﾃﾞｭﾗﾏｲｼﾝ D-150 ﾋﾟﾛﾐﾄﾞ酸 D-194 ﾓﾗﾝﾃﾙ 

D-63 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ D-107 ﾀｲﾛｼﾝ D-151 ﾌｧﾑﾌｰﾙ D-195 ﾗｸﾄﾊﾟﾐﾝ 

D-64 ｼﾞﾋﾄﾞﾛｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ D-108 ﾀﾞﾉﾌﾛｷｻｼﾝ D-152 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ D-196 ﾗｻﾛｼﾄﾞ 

D-65 ｼﾞﾌﾞﾁﾙｻｸｼﾈｰﾄ D-109 ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ D-153 ﾌｪﾉｷｼﾒﾁﾙﾍﾟﾆｼﾘﾝ D-197 ﾘﾌｧｷｼﾐﾝ 

D-66 ｼﾞﾌﾗｿﾞﾝ D-110 ﾁｱﾑﾘﾝ D-154 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ D-198 ﾘﾝｺﾏｲｼﾝ 

D-67 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ D-111 ﾁｱﾝﾌｪﾆｺｰﾙ D-155 ﾌｪﾊﾞﾝﾃﾙ D-199 ﾚﾊﾞﾐｿﾞｰﾙ 

D-68 ｼﾞﾌﾛｷｻｼﾝ D-112 ﾁｵﾌﾟﾛﾆﾝ D-156 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ D-200 ﾛﾍﾞﾆｼﾞﾝ 

D-69 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ D-113 ﾁﾙﾐｺｼﾝ D-157 ﾌｪﾝﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ D-201 ﾜﾙﾌｧﾘﾝ 

D-70 ｼﾞﾒﾄﾘﾀﾞｿﾞｰﾙ D-114 ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ D-158 ﾌﾟﾗｼﾞｸｱﾝﾃﾙ D-202

２ 

酢酸ﾄﾚﾝﾎﾞﾛﾝ 

D-71 ｼﾞｮｻﾏｲｼﾝ D-115 ﾃﾞｺｷﾈｰﾄ D-159 ﾌﾗｿﾞﾘﾄﾞﾝ D-203

３ 

酢酸ﾒﾚﾝｹﾞｽﾃﾛｰﾙ 

D-72 ｼﾛﾏｼﾞﾝ D-116 ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ D-160 ﾌﾗﾑﾌﾟﾛｯﾌﾟﾒﾁﾙ D-204 4-ｸﾛﾙﾌｪﾉｷｼ酢酸 

D-73 ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ D-117 ﾃﾒﾎｽ D-161 ﾌﾟﾘﾌｨﾆｳﾑ D-205 塩化ｼﾞﾃﾞｼﾙｼﾞﾒﾁﾙ 

D-74 ｽﾋﾟﾗﾏｲｼﾝ D-118 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ D-162 ﾌﾙﾆｷｼﾝ  ｱﾝﾓﾆｳﾑ 

D-75 ｽﾋﾟﾛｷｻﾐﾝ D-119 ﾄﾞｷｼｻｲｸﾘﾝ D-163 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ D-206 2-ｱｾﾁﾙｱﾐﾉ- 

D-76 ｽﾍﾟｸﾁﾉﾏｲｼﾝ D-120 ﾄﾞﾗﾒｸﾁﾝ D-164 ﾌﾙﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ  5-ﾆﾄﾛﾁｱｿﾞｰﾙ 

D-77 ｽﾙﾌｧｴﾄｷｼﾋﾟﾘﾀﾞｼﾞﾝ D-121 ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ D-165 ﾌﾙﾒｷﾝ D-207 5-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｽﾙﾎﾆﾙ- 

D-78 ｽﾙﾌｧｷﾉｷｻﾘﾝ D-122 ﾄﾘｸﾗﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ D-166 ﾌﾙﾒﾄﾘﾝ  1H-ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ- 

D-79 ｽﾙﾌｧｸﾛﾙﾋﾟﾘﾀﾞｼﾞﾝ D-123 ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ D-167 ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ  2-ｱﾐﾝ 

D-80 ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝ D-124 ﾄﾘﾌﾞﾛﾑｻﾗﾝ D-168 ﾌﾞﾛﾁｿﾞﾗﾑ D-208 [ﾓﾉ,ﾋﾞｽ(塩化ﾄﾘﾒﾁﾙ 

D-81 ｽﾙﾌｧｼﾞﾐｼﾞﾝ D-125 ﾄﾘﾍﾟﾚﾅﾐﾝ D-169 ﾌﾟﾛﾊﾟｷｻﾞﾎｯﾌﾟ  ｱﾝﾓﾆｳﾑﾒﾁﾚﾝ)]- 

D-82 ｽﾙﾌｧｼﾞﾒﾄｷｼﾝ D-126 ﾄﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ D-170 ﾌﾟﾛﾍﾟﾀﾝﾎｽ  ｱﾙｷﾙﾄﾙｴﾝ 

D-83 ｽﾙﾌｧｾﾀﾐﾄﾞ D-127 ﾄﾙﾄﾗｽﾞﾘﾙ D-171 ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ   

D-84 ｽﾙﾌｧﾁｱｿﾞｰﾙ D-128 ﾄﾙﾌｪﾅﾑ酸 D-172 ﾌﾛﾙﾌｪﾆｺｰﾙ   

 

 

 

 

（頭文字「D」で示したものは動薬で，それ以外は農薬） 
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No 農産物名 検出数 

1 カルベンダジム類 208 

2 ジノテフラン 139 

3 アセタミプリド 87 

4 イミダクロプリド 48 

5 アゾキシストロビン 45 

6 ピリダベン 44 

7 クロチアニジン 38 

8 エトフェンプロック

ス 

37 

9 メチダチオン 35 

10 フロニカミド 31 

10 クロルピリホス 31 

 

表 2 農産物毎の農薬の検出状況 

No 農産物名 総数 検出数 検出率(%) No 農産物名 総数 検出数 検出率(%) 

1 いちご 22 22 100 27 小麦 6 3 50.0 

1 不知火 16 16 100 30 梨 22 9 40.9 

1 にがうり 4 4 100 31 きゃべつ 20 8 40.0 

1 えだ豆 2 2 100 32 トマト加工品 8 3 37.5 

5 きゅうり 37 34 91.9 33 だいこん 24 8 33.3 

6 トマト 96 88 91.7 34 ねぎ 12 4 33.3 

7 もも 9 8 88.9 35 生姜 10 3 30.0 

8 甘夏 18 15 83.3 36 アスパラガス 7 2 28.6 

8 ポンカン 6 5 83.3 36 いんげん 7 2 28.6 

10 バナナ 42 34 81.0 38 ブロッコリー 16 4 25.0 

11 グレープフルーツ 20 16 80.0 38 グリーンピース 5 1 20.0 

11 しいたけ 5 4 80.0 40 じゃがいも 39 7 17.9 

13 レモン 9 7 77.8 41 かぼちゃ 23 4 17.4 

14 メロン 17 13 76.5 42 食用油 7 1 14.3 

15 

16 

ぶどう 12 9 75.0 43 にんにく 17 2 11.8 

15 オクラ 4 3 75.0 44 ごぼう 18 2 11.1 

15 アボカド 4 3 75.0 44 れんこん 18 2 11.1 

18 かき 11 8 72.7 46 さといも 40 4 10.0 

19 ピーマン 18 13 72.2 47 にんじん 30 2 6.7 

20 みかん 141 100 70.9 48 たまねぎ 20 1 5 

21 すいか 25 17 68.0 49 かんしょ 32 1 3.1 

22 玄米 52 35 67.3 50 ミネラルウォーター 137 0 0 

23 白菜 27 18 66.7 50 とうもろこし 14 0 0 

24 なす 26 16 61.5 50 大豆 6 0 0 

25 レタス 12 7 58.3 50 キウイ 5 0 0 

26 オレンジ 19 11 57.9 50 くり 5 0 0 

27 ほうれんそう 12 6 50.0 50 たけのこ 4 0 0 

27 パイナップル 6 3 50.0 50 カリフラワー 1 0 0 

 

 

表 3 高頻度で検出された農薬             
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表 4 畜水産物毎の動物用医薬品の検出状況       表 5 高頻度で検出された動物用医薬品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 農産物名 検出数 

1 オキシテトラサイクリン類 64 

2 ナイカルバジン 17 

3 カンタキサンチン 10 

3 ラサロシド 10 

5 イソプロチオラン 7 

5 ラクトパミン 7 

7 塩化ジデシルジメチルアンモニウム 6 

8 ジクラズリル 5 

8 オキソリニック酸 5 

10 スルフイソゾール 3 

10 フルバリネート 3 

10 アンプロリウム 3 

10 チアベンダゾール 3 

 

No 畜水産物

名 

総数 検出数 検出率(%) 

1 サーモン 4 4 100 

2 アユ 4 3 75.0  

 
3 ブリ・ハマチ 40 27 67.5 

4 ヒラメ 2 1 50.0 

 
5 うなぎ 22 8 36.4 

6 鶏肉 112 40 35.7 

7 豚肉 113 26 23.0 

8 ニジマス 20 4 20.0 

9 カンパチ 6 1 16.7 

10 えび 13 2 15.4 

11 シマアジ 7 1 14.3 

11 ヤマメ 49 7 14.3 

13 馬肉 22 3 13.6 

14 

1 

はちみつ 49 6 12.2 

15 鶏卵 50 4 8.0 

16 牛肉 95 3 3.2 

17 牛乳 90 1 1.1 

18 鯛 27 0 0 

18 鯉 3 0 0 

18 イワナ 2 0 0 

18 トラフグ 1 0 0 
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図１ 残留基準値に対する検出値の割合 
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表 6 基準値超過事例 

No 年度  検体  検出項目  
検出値  

(μg/g) 

基準値  

(μg/g) 

ADI換算  

(kg/体重50kg) 

1 2006 レモン  フルシラゾール  0.02 一律 (0.01) 3.5 

2 2006 レモン  フルシラゾール  0.04 一律 (0.01) 1.75 

3 2009 いちご  １－ナフタレン酢酸  0.06 一律 (0.01) 125 

4 2009 ピーマン  ベンチアバリカルブ  

イソプロピル  

0.05 一律 (0.01) 69 

5 2011 ピーマン  フェントエート  0.4 0.1 0.36 

6 2013 白菜  ホスチアゼート  0.02 一律 (0.01) 2.5 

7 2014 トマト  シフルメトフェン  0.10 一律 (0.01) 46 

D-1 2010 鶏肉  ラサロシド  0.02 0.01 10.4 

D-2 2012 ニジマス  マラカイトグリーン  0.041 不検出  ― 

D-3 2013 牛乳  イソプロチオラン  0.06 0.02 83.3 

 （頭文字「D」で示したものは動薬で，それ以外は農薬） 
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